
沖バド協会発第１００号

平成２８年 ４月１８日

各中学校長 殿

沖縄県バドミントン協会

会 長 金城 芳雄

「第「第「第「第 20 回 日韓交流(派遣)事業バドミントン競技｣に関する回 日韓交流(派遣)事業バドミントン競技｣に関する回 日韓交流(派遣)事業バドミントン競技｣に関する回 日韓交流(派遣)事業バドミントン競技｣に関する

沖縄県内派遣選手選考会について沖縄県内派遣選手選考会について沖縄県内派遣選手選考会について沖縄県内派遣選手選考会について

拝啓、時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

さて、このたび標記選考会を別紙資料に則り、別紙要項通り開催致しますので、参加希望す

る生徒のお取り計らいの程、宜しくお願い致します。

１ 申し込み〆切 (1)、(2)の両方をお願いします。(1)、(2)の両方をお願いします。(1)、(2)の両方をお願いします。(1)、(2)の両方をお願いします。

(1)メール送信：平成２８年 ５月１９日(木) １７時まで

送信先 → nahabado@yahoo.co.jp(知念宛）

(2)原本提出及び参加料： 選考会当日

２ 選考会期日 平成２８年５月２１日(土) 13時～18時(終了予定)

３ 選考会場所 うるま市石川体育館

４ 代表者会 選考会当日の朝、行います

※ 各地区シード(選抜)戦大会及び第 18 回沖縄県ヨネックス杯中学校バドミントン選手権大会
の監督会にて、口頭説明を行う予定です。



≪第≪第≪第≪第 20回 日韓交流(派遣)事業バドミントン競技について≫回 日韓交流(派遣)事業バドミントン競技について≫回 日韓交流(派遣)事業バドミントン競技について≫回 日韓交流(派遣)事業バドミントン競技について≫

＜交流（派遣）期間＞

・平成２８年 ８月１６日（火）～２２日（月）６泊７日

＜交流(派遣)事業開催場所＞

・大韓民国 全州（チュンジュ） ※ 別紙資料参照

＜交流(派遣)参加条件＞

・交流事業(派遣)に定める参加資格を有する者 ※ 別紙資料参照

＜交流(派遣)に向けての選考会＞

・沖縄県体育協会及び沖縄県中学校体育連盟の方針に準じて、下記の参加条件と日程で本スポーツ

交流(派遣)事業に参加する選手を決定する

記

＜選考会参加条件について＞
以下の日程で選考会を実施し参加選手を決定するが、平成28年 8月17日（水）～20日（土）に

「第46回全国中学校バドミントン大会（石川県金沢市）」が開催されるため、沖縄県中学校体育

連盟の方針により、全国中学校大会を優先とした上で本スポーツ交流事業との参加重複を避けな

ければならない。

よって、この選考会は全国中学校バドミントン大会の予選大会でもある九州中学校バドミント

ン競技大会（8月）及び沖縄県中学校バドミントン競技大会（7月）、さらに各地区中体連バドミ

ントン大会に出場しない中学3年生～中学1年生の選手を募り選考会を行う。選出された選手は、

必ず本交流事業に参加する者とし、途中辞退は認めない。 また、本スポーツ交流事業申込みや

パスポート取得（自己負担）等が5月までとなるので、了承の上、選考会に参加できる者とする。

1．主 催：沖縄県バドミントン協会

2．後 援：沖縄県体育協会、沖縄県中学校体育連盟

3．主 管：沖縄県バドミントン協会競技部、沖縄県中体連バドミントン専門部

4．期 日：平成28年5月21日（土）１３時開始式、１３時３０分競技開始～１８時(終了予定)

5．場 所：うるま市石川体育館（8面）

6．申込方法：既定の申込用紙を沖縄県バドミントン協会ＨＰよりダウンロードし、以下①，②の方

法で申し込む

①平成28年5月19日（木）17時までにデータを送信すること。

送信先 → nahabado@yahoo.co.jp(知念宛）

②申し込み用紙に公印を押して参加料を添え 選考会当日に持参し提出すること。

7．参加人数：各学校男子2名、女子2名までとする。

8．競技種目：男女別単の試合（正式ルール）を行う。また、参加人数によりリーグ戦かトーナメン

ト方式を決定する。

9．選出方法：それぞれ1位～6位までの選手、合計12名を選出する。

10．参加料 ：一人500円とする。

11．その他 ：(1)申込み用紙には強い順に記入すること。 15

(2)選手の引率は当該校の教員及び選手の保護者とする。

～

○○○中

(3)ゼッケンは上着の背面中央部に右図のような規格 20 姓 名

で学校名，姓を黒または濃紺色の楷書で明記する。 ㎝

同姓の選手がいる場合は名前の頭文字を記すこと。 25～30㎝

(4)膝にさわる長さのハーフパンツ、黒一色の靴下は禁止とする。

12. 問合せ先：安富祖中学校 比嘉 敏雅 学校TEL(098)967-8923



東日本大震災復興支援東日本大震災復興支援東日本大震災復興支援東日本大震災復興支援 
～とどけよう～とどけよう～とどけよう～とどけよう    スポーツの力を東北へ！～スポーツの力を東北へ！～スポーツの力を東北へ！～スポーツの力を東北へ！～ 

別紙資料別紙資料別紙資料別紙資料 

第第第第 20 回日韓青少年夏季スポーツ交流事業回日韓青少年夏季スポーツ交流事業回日韓青少年夏季スポーツ交流事業回日韓青少年夏季スポーツ交流事業    実施要項実施要項実施要項実施要項（案）（案）（案）（案） 

＝文部科学省国庫補助事業＝＝文部科学省国庫補助事業＝＝文部科学省国庫補助事業＝＝文部科学省国庫補助事業＝    ＜日韓共同未来プロジェクト＜日韓共同未来プロジェクト＜日韓共同未来プロジェクト＜日韓共同未来プロジェクト＞＞＞＞ 

 

１．１．１．１．    目目目目的的的的 

2002 年ワールドカップ・サッカー大会の日韓両国の共同開催決定を機に、幅広い  年齢層を

対象に各種のスポーツ交流を実施することによって、日韓両国の親善と友好をより一層深め、更に

は両国のスポーツの振興を図ることを目的とする。 

 

２．２．２．２．交流方式交流方式交流方式交流方式 

日韓両国の団員が互いの国を訪問し、様々な交流を行う相互交流方式。 

 

３．３．３．３．    主主主主催催催催 

公益財団法人 日本体育協会 

 

４．４．４．４．    共催（予定）共催（予定）共催（予定）共催（予定） 

公益財団法人 千葉県体育協会、公益財団法人 沖縄県体育協会 

公益財団法人 日本サッカー協会、公益財団法人 日本バレーボール協会 

公益財団法人 日本バスケットボール協会、公益財団法人 日本卓球協会 

公益財団法人 日本バドミントン協会、公益財団法人 日本中学校体育連盟 

 

５．５．５．５．    後援後援後援後援（予定）（予定）（予定）（予定） 

千葉県、沖縄県、千葉県教育委員会、千葉県小中学校体育連盟、沖縄県中学校体育連盟 

 

６．６．６．６．    事業内容事業内容事業内容事業内容 

［［［［派遣］派遣］派遣］派遣］ 

 派遣  

（１）期間 平成 28 年 8 月 16 日（火）～22 日（月） 7 日間 

（２）競技 サッカー、バレーボール、バスケットボール、卓球、バドミントン 

（３）派遣対象（218 名) 

１）千葉県、沖縄県の小学生（5・6 年生）及び中学生  184 名 

２）各競技指導者 26 名 

３）本部役員（日本体育協会 4、千葉県 2、沖縄県 2） 8 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）会場 大韓民国 全羅北道 全州市 

（５）経費 参加料１万円 

※その他派遣に関わる次の経費は日本体育協会負担とし、韓国内での滞在費は大韓体

育会の負担とする。 

競技

区分 ｻｯｶｰ ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 卓 球 ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ

小学生(男子) 20 12 12 6 6 － 56
小学生(女子) － 12 12 6 6 － 36
中学生(男子) 20 12 12 6 6 － 56
中学生(女子) － 12 12 6 6 － 36
指導者（小学生） 2 3 3 3 3 － 14
指導者（中学生） 2 3 3 2 2 － 12
本部役員 － － － － － 8 8

合合合合  計計計計 44 54 54 29 29 8 218

合計合計合計合計
本部

役員

千葉県（98） 沖縄県（112）



 

１）集合、離散に関わる国内交通費 

 （自宅から各県体育協会が定める集合場所までの経費は自己負担） 

２）前泊に伴う宿泊費（日程上、必要が生じた場合） 

３）渡航費（但し、パスポートの取得に関する諸経費は自己負担） 

４）海外旅行総合保険料 

５）日本選手団ユニフォーム代（競技用ユニフォームは各競技にて準備） 

（６）参加資格 

＜団員＞ 

１）平成 28 年度日本スポーツ少年団登録団員（登録見込者を含む）、または所属県 

体育協会が推薦する者 

２）平成 28 年 4 月 1 日現在、小学校 5・6 年生および中学生である者 

３）心身強健で協調性のある者 

４）地域、県内、県外の交流経験がある者 

５）日本国籍を有する者 

＜指導者＞  

１）平成 28 年度日本スポーツ少年団登録指導者（登録見込者を含む）または所属県 

体育協会が推薦する者 

２）年齢は 40 歳程度迄の者 

３）国際交流において日本代表としてふさわしい人格・見識を有する者 

４）心身強健で協調性のある者 

５）日本国籍を有する者 

６）日本体育協会公認スポーツ指導者資格を有する者が望ましい。 

（７） 選考 所属県体育協会からの推薦があり本会が認める者 

 


